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　　　理由として度々言及され，また，1992年10月，ペルー最大のテロ組織センデロ・ルミノソ（Sendero
　　　Luminoso）の首領アビマエル・グスマン（Abimae1Guzman）の逮捕に際して，日系人就労者の中
　　　からペルーの社会情勢が好転するのではないかと，期待する声が聞かれたのは問違いない（富田
　　　ユ992c）。
　　　一方，ここで提示した式（1）は，来日理由に関する聞き取りの内容を式化したものであり，渡航費用，
　　　日本における貯蓄，日本からの送金コスト等の項目については触れなかった。また，ここでは，I，
　　　T，C，p及びEに関する来日前と来日後の変化についての詳細な検討はしていない。以上に関す
　　　る検討は稿を改めたい。
（注6）景気の後退による解雇の増加が日系人就労者の意識のうえに上りにくくなっている背景には，「経
　　　済調整政策」による景気後退期においても，ペルーでは解雇が極端に増加することはなく，企業側
　　　の対策として給与削減及び時短が行われていたという事情があるものと考えられる（富田1992b：
　　　142）。注4で触れた不完全就業率の増加はこうした事情を反映したものである。
（注7）各入国管理事務所では，査証獲得あるいは取得に関する書類上の問題については詳しい説明を差し
　　　控えている。それは，書類の問題を説明することで，書類偽造が巧妙化する恐れがあるからであり，
　　　そのため，明確な説明が受けられないまま査証延長を拒否されることが多い。こうした事情から，
　　　正規の書類を用意したものでも，その書類が受け入れられるか否かについて不安を抱くこととな二
　　　ている。
（注8）「アミーゴ関係」という語は明確な定義を伴うものではないが，ペルー社会における人間関係を説
　　　明する際に頻繁に用いられる用語である。その内容はおよそ以下のように説明できるであろう。
　　　第1に，「アミーゴ関係」は親族関係あるいは地縁関係に基づくものではなく，米山が「社縁関係」
　　　と呼ぶ，親族及び地縁から独立した企業，クラブ等の結社に基づく関係に近い（米山！981：112－1台7）。
　　　しかし，ペルーの場合，そうした繋がりは必ずしも長期的なものではなく，一度どこかで出会った
　　　だけでも，「アミーゴ」として扱われることがある。
　　　第2に，ペルーでは，「アミーゴ関係」と結び付く形で「パトロンークライアント関係」が存在し
　　　ており，「アミーゴ」が必ずしも全て同等な立場でいるわけではない。
　　　　「アミーゴ関係」に関する上記2つの特徴は，「問題解決」という側面から説明可能であり，第1
　　　の点は「ネットワーク化」と関係し，第2の点は「差異化」と関連している。実際，リマの庶民階
　　　層の場合，信仰，人生儀礼あるいは「生き残り戦略」等の局面においては親族関係及び地縁関係の
　　　存在が無視できないのに対し，職探し，手続き等に関するインフォーマルな「問題解決」といった
　　　局面では「アミーゴ関係」のネットワークが鍵となっている。
（注9）ここでは，「インフォーマル」という用語を次の意味で定義しておくこととしたい。
　　　　「法的には，公機関の行政プロセスを介して達成されるような手続きに関して，必ずしも法的では
　　　ない手続きにより代替されるか，法的ではあっても公機関における行政プロセスの中で賄賂が動い
　　　たりインサイダー情報が外に漏れているような場合」，そうした「問題解決」の方法は「インフォー
　　　マル」であるということができる。
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　　　しかし，ここで注意しておきたいのは，日本においては非合法とされるような賄賂の授受も，一定
　　　の範囲ではそれが黙認されているという点であり，その限りにおいて，賄賂の授受は非合法として
　　　積極的な取締の対象とはされず，「インフォーマル」という暖昧な扱いとなり得るという点である。
（注ユO）rチョロ」という名称は，本来「インディオ」（Indio）と「白人」の間に見られる混血のある段階を
　　　示す言葉であったが，今日では，インディオの文化的，肉体的特徴を残しながら，シェラから移住
　　　してきた人々のこと全般を指し示す語として使用されている。
　　　リマの都市化の中で，地方の特徴をもつ人々が多数を占めるようになり，文化的にも地方的な要素
　　　が増加している。こうした状況は「チョロ」からの造語を用いて「チョリフィカシオン」
　　　　（Cho1ificaci6n）と呼ばれている。
（注1ユ）“Ponja”日本を意味する西語の「ハポン」（Jap6n）の音の順番を入れ替えた造語。非日系ペルー
　　　人が日系人体する侮蔑語として用いることもある。
（注12）注ユOで触れた「チョロ」という名称は，現在，「貧困な人々」とほぼ同義で使われ，その結果，「チョ
　　　ロ」と何か問題を起こしたときには，金銭で「問題解決」が図られることが多い。また，「チョロ」
　　　が居住する「プエブロ・ホベン」は危険な所で，そこに行くことは忌避の対象となっており，そこ
　　　に近づかないことが「チョロ」と問題を起こさないための方策となっている。
（注13）ここで「重商主義」とされるのは，官僚機構の複雑化により登記手続きの時間を延長し，新たな参
　　　入者を制限し，競争相手を少なくすることで，既存の企業を半ば特権的に保護していく傾向のこと
　　　である。これは同時に，新たな参入者に対する官僚の権威を保証することともなっており，その結
　　　果，注9で触れたように，官僚への賄賂の授受も「インフォーマル」な「問題解決」の方策として
　　　黙認されることになっている。
（注ユ4）現在でも，パーティー等で急にビールが足りなくなった時などに，「町角の中国人のところに行っ
　　　てみよう」（“Vamos　a1chino　de　esquina．”）という表現が用いられる。こうした「よろずや」か
　　　らスーパー・マーケットのチェーンに発展したものに「ウォン」（W㎝g）があり，現在，リマで数
　　　少ないチェーン店の一つとなっている。
（注15）1990年の大統領選挙当時，フジモリ大統領に近い日系人の一人は，「フジモリ現象」と称された庶
　　　民階層の支持に基づくフジモリ急浮上の背景には，かつて，「町角の中国人」を中心としたネットワー
　　　クの中で，日系人が庶民階層と緊密な相互扶助の関係にあった事を指摘している。
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